
 

東日本大震災の影響や電力不足による停電対策としてエンジン発電

機をご利用される機会が大変増えております。 

つきましては、携帯発電機を安全にご使用いただく為に、特に重要な 

ポイントをお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

エンジンの排気ガス中には人体に有害な成分が含まれています。 

・屋内など換気の悪い場所で運転しないでください。 
・屋外で運転する場合、絶対に通行人、民家などに排気を向けないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

通常電力会社から受電している配線（屋内配線）に接続しますと、 
発電機および屋内配線に過電流が流れ、発電機の故障だけでなく 
火災や感電事故の原因となり大変危険です。 
絶対に屋内には接続しないでください。（法律でも禁止されています。） 

 

 

 

 

 

 
・発電機の周りに可燃物（紙くず。木屑）や危険物（燃料タンク・ 
オイルなど）を置かないでください。 

・発電機の周りは火気厳禁です。火災の原因となりますので、 
火気を発電機に近づけないでください。 

・運転中の給油は絶対に行わないでください。 
・こぼれた燃料・潤滑油はきれいに拭き取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 屋内や車内など換気の悪い場所では、絶対に使用しないでください 

火気厳禁です。 

屋内への接続は厳禁です。 



 

 

 

 
・雨中では使用しないでください。 
・体や発電機本体が濡れている時は、発電機に手を触れないでください。 
 感電の危険があります。 

・運転中、マフラーが非常に熱くなっています。マフラーに触れないで下さい。 

やけどの原因となります。 

 

 

 

 

        

 
・発電機は平らな場所に設置してください。 
傾斜地や不安定な場所に設置すると故障の原因となります。 

・エンジンを掛けた状態で発電機を運搬しないでください。 

 

 

 

 

 

                    

機械の設置法、運転方法、メンテナンスな

ど安全にお使い戴くために、添付の 

取扱い説明書を再度よくお読みください。 

 

 

 

 

 

発電機は平らな場所に設置してください。  

感電・やけどに注意してください。 


